










矢 澤 異 人   
1はじめに   
1．1 本稿では，語順調査や成分間の意味的連関などを手がかりに，変化他  
動詞文を中心とした格と連用修飾の階層について考察する。  





















る。   
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2 舞順諷査  
2．1（調査の方法）   
連用成分の相対的な位置関係を得るため，次のようなテストを試みた。   
調査の被験者は，大学生・短大生の1・2年次，延べ400余各 日本語学専  
攻者も数名含まれるが，大多数が日本語学の専門的な知識を持たない学生く農  




ならば，複数解答してよい）というテストを試みた。1｝ また，異なったグラス  
で，調査Ⅱ（「運んだんだってさ」という述語と9つの連用成分）と調査Ⅲ  
（「打ち明けたんだってさ」という述語と7つの連用成分）を同様の方式で行  
った。2）   





みるよう指示したので，一人につき二つ以上解答を得ている。i〉 このようにし  
て得られた解答から，それぞれの連用成分の平均的な位置，二つの成分の相対  
的な距離と出現の割合を求めた。  
位置  連用成分aがその列の中の何番日に現われるか（例abcd；1，  
bcad；3）   
平均位置  aの位置の平均（1≦平均位置≦4）   
配列匿   （平均位置－1）／3＊100（0≦配列度≦100）  
平均位置を0から100までの数値に直したもの   
出現の割合 連用成分aと連用成分もとがともに表れる解答のうちで，相対  
的忙aがbより前にあるものの割合。50％が最も逆転の割合が  
高い。  
（例abcd，bcad，Cabd，aCdbとすると，全例中，aがbよ   
格の膳層と修飾の膵層  55  
り前にあるものが3例なので，abの割合は75％となる。   
平均距離  aの位置とbの位置との差。平均（1≦平均距離≦3）  
〔例al〕Cd，bcad．cabd，aCもdとすると，それぞれaともと  
の位置の差は1，2∫1，3なので，abの平均距離ほ（1十  
2＋1＋3）／4「＝1．75となる。）   
近接度   （距離－1）／2＊100（0≦近接度≦100）  
平均距離を0から100までの数値に直したもの  
表1  
2、2〔結果） 調査Ⅰから調査Ⅲまでの結果ほ，以下の表のようにまとめら  
れる。テストの段階でほ，調査Ⅰと調査Ⅱの連用成分6について，「花子と太  
郎が」のように主格の並立成分となるものと「太郎が花子と」のように共格と  
なるものとほ，区別しなかったが．以下の集計では前者を除いてある。‘I   
各表のaでほ，各成分の出現総数，平均位置，配列度のほか，平均位置で先  
頭泣くるものと末尾にくるものとの近接度，主格・目的格との近接度とそれぞ  
れに後続する場合の出現の割合を示ナ。また，各表のbでほ各成分の相互の迫   
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蓑2a 語順調査丁 用例数＝643  
表3a ■語順調査Ⅱ 用例数＝216  
対主格 対目的格  総数列  






















表4a ■語順調査Ⅲ 用例数≠160   
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表2b 序列の割合l   
後  4   
先   
59／5g  88ノ88  朋／88  42／42  87／37  48ノ48  g5／95  42／42  
1Ⅲ  18D  1的  lDD  1冊  100  1（IO  100   
174／215  56／62  7＄／84  108／川8  63／64  216／222  錮／綿  
別   1㈹   g8   97  10D   
ロ  0／88  41／215    75／T5  134／16丁  153／154  145／151  3銅／き95  144／エ44  
n  用  （10q）  餌   開   g6   餉  10Q   
0／38  6／62  0／75   85／66  5日／陀  45／18  g9／107  57／う丁  
8   10   （0）  47   開   g4   g2  100   
4  8／42  8／84  ヨ3／167  31／66   2T／30  189／127  174／エ94  79／7g  
0   了   20   姉   醐  100   
5  0／き7  8／108  1／154  4／郎  3ノ8D   54／82 118／18丁  76／T8  
8   悶   97   
2  肘購  1用4  6／1ち1  3／4魯  1B／127  28ノ82  96／175 49／49  
0   2   4   6   同  100   
a  q畑5  6／222  ヱ／395  も／1椚  ZO／1g4  69ハも7  7即175  
8   45  
蓑3b 序列の割合皿  
後  7   4   6   2   8   8   
先   
23／23  之了／27  阻    1町川  1q／10  3q／割】  2亀／28  
1冊  田  Ⅶ  匹  10D  100  10（】  180   
T  0／23  T畠／88  27／2＄  22／25  詑／32  13／1昌  98／100  59／60  
0  用  川0  1帥   98   
23／82  36／さ6  54／59  2き／24  144／工46  85／86  
12／Ⅰ6  32／35  10／18  
1DO   
0／8  8／25  0／36  9／18   9／12    34／84  14／14  
q  柑   くq）  50  75   鯛  lt柑  1㈹   
5  0／10  0／32  5／59  0／9  3／12   17ノ23  29／60  2T／88  
74   48   71   
2  0／1（）  ¢／柑  1／24  4／16  1川  6／2a  9／27  11／16  
n   4   25   田  3三l   銅   
田  0／80  2／100  2／1購  8／35  0ノ朗  81／68  18／27   66／102  
け   2   g   6丁  65   
田  0ノ28  Ⅰ／60  1／86  0／1〔l  0／14  11／ヨ8  5／16  36／102  
0   2   29   85  
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表4b 序列の割合Ⅱ  
後  7   4   8   
g8  IOD  
ユ8／62  112／1川  52／52  126／127  
4   D／10  ○／21  24／62  23／40  7／16  40／49  
0   0   5858 44   
＄   0／1T  1／5さ  4／11ti  17／40   29／34  8T／96  
q  2  口  42  
2   0／7  0／15  0ノ52  9／16  訂鋸   29／38  
8   0   0   56   
3   0／19  0ノ61  l／12丁  9／掴  9／粥  9／38   
0   0   g   
表2c 近接眉1（）内割合10以下のもの  
後  4   8   
先   
9    ＼   5   19  30  44   81  T5   悶   
7  3   22   24   51  55   87  拍   
12    ＼   7   28   朗   44   72   
6    （8）      ＼   4   之6   21   54   
4  （与0）  2  田  、 ＼  田  田  24  4T   
5  （50）  25  （6了）    ＼   田 田   20   
2  （0）  （17）  （50）  四   田 ＼ ＼   
さ  （17）  （25）  （12）  12   2   四  ＼ ＼   川   
8  （け）  （け）  〔8）  0    ＼   
蓑3c 近接度Ⅱ（）内割合10以下のもの  
田    ＼   15   3  a7   52■  4上   
4    （0）  0  、＼－＼  1T  56  3a   旧  4D   
同  0  0    ＼   1T  12  21   
（10）  8    ＼   6   12   さ1   
2  （0）   0  （50）   D    ＼   柑   
8  （25）  （0）  （3ユ）  田  28    ＼   14   
（50）  （50）  14  印   田  、 ＼  
格の階層と修飾の階層   
未4⊂ 近接度Ⅲ（）内割合10以下のもの  
59  
後  7   1   4   8   2   £   
先   
g    ＼   き   23   70   Tl   g7   
T  ＄   21   49   70   悶   
n  6    ＼   購  10   55   
4  4    ＼   41   48   39   
＄    （0）  （0）  田    ＼  9  血   
2  20    ＼   2  
ユ  （0）  8  （1T）  8  、－－＼  
転の割合を，各蓑のCでほ相対的な距離をまとめて示す。  





















ダルな成分が入る可能性が高いことなどから．以後の考慮からはずす。   
呼び掛け語と時の成分（9と7）の問，場所格と具格（4と5）の間の隔た   







2．4（階層の意味付けと場所のデ格）   









ができるが，これらを山括してく位格〉 とよぷことにすれば，  






と述べている。   
ところが，先の語順調査でほ，主格がデ格に先んじる傾向が強く．この間に  
隔たりを想定できそうな数値も出てきたのである。これは．どのように考えれ  
ばよいのか。   






伯のく舞台→演技〉に相当ナるが，むしろ，〈場面限定→出来事〉 といった構  
成をなすと考えられる。ここでの「だれが」は，場面を限定するための「いつ  
・どこで」といった成分・と並べられるのではなく，「出来事」を構成する成分・  











ができる。   
この仮説を支持する現象として，主格をはさむ場所町デ格は重複が許される  
ということがある。次の（1）や（2〕のように，主格の前後に場所のデ格が現＿  






（4）？クリスマスイブに若者たちが全国で路上でダンスパーティー を開いた  
つまり，先に述べた1と6（4）との小さな隔たりは，く動作主体〉 と 〈動  
き〉 との区切りを表すのであり，こうして作られたく出来事〉 と く場面限定〉   
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との区切りが先の7と1との隔たりとなって示されているのである。引  
〔5） 第5階層  第4階層  第3階層  
く場面限定〉→く出来事〉  
デ格  主格  デ格  
〈動作主体〉→〈動き：動きの場〉  
2．5（場所のこ格と相手の二格）   
次に，着点の二格と相手のこ格の位置について見ていこう。   
調査Ⅱと調査皿ほまだ例が少なく，参考程度にしかならないが，着点のこ格  









ナる。   
（6） 塾拠枯れ木が倒れている  
（7） 枯れ木が道の真ん中に倒れている  
LかL，次のような文では，主格の後に位置すると多少不自然忙なるようで  
ある。  






て位置付けられる場所として「森の中」はふさわしくないからである。「深い   






と，次のように寝めて自然になる。   




る。   
結果修飾成分は，変化の結果，変化主体が帯びる情態を表す成分であり，着  





によって接する く動き〉 と 〈変化〉の区切りということができるだろう。  
（11） 第4階層  第3・2階層  第1階層  
く動作主体〉 → く動き‥対象〉  






（12〕 3月に花子に会います  
〔13〕夏休みに太郎は花子に京都に行かせた   
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ニ格によって表される若月や相手の意味役割は，ニ格それ自俸で表されるの  
ではなく，それがある階層に現われることで生じると言えるだろう。  
2．6 （動きの階層〕   
でほ，第2階層と第3階層との間の大きな隔たりはどう考えればよいのだろ  
うか。   
どうもここに〈動き〉内部の違いが現われているようである。   
ここでは，この二つを，〈動き〉のうち主格のコンディションに関わるもの  
と，く動き〉そのもの，もしくは目的格のコンディションに関わるものと考え  



















（25）ガラスが（太郎の投げた）石で割れた   















格は最も第3階層寄りに出現する。町   
以上，想定した階層をまとめると，次のようになろう。   
表6  
第5階層】帯蛸層 1第3階層  ！第2階層 ‡第1階層  
場面限定→出来事  
動作主 ▼→  動き  
働き掛け→ 対象  
変化主体・→ 変化  
場所・情態  
療所格  ∃ 具格  
相手二格  
共格  
；着点二格   
様態修飾成分   結果修飾成分   
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1） なお，この調査以前にほ，当然，連用成分の語順匿関わる薫義はしていないが，  
授業進行上，一十野のクラスでは述部の助動詞・終助詞の相互承接に関する講義を行  
った場合がある．  




り，各成分の先頭からの相対的な距離を得ることと，いい加減な解答を削除するた   
めである。各萌査でほんの数イ軋 9が先頭匿こないものがみられたが，全乱 数借   
から除外Lた。多くは，3689のように，数字のセットをあげただけで組み替え  
ていないと思われるものである。  
3〕 最高，一人で6つの解答を寄せたものもいるが，解答数を制限せず，その吏ま数  
値に組入れてある。  
4〕 被験者にこの両者の区別を説明した上でテストを行うことは適当でないと判断し  
たので，特別な措示や説明はせず，集計の際に「61」を含むものを除いた。蓑1  
の用例数と表2a，表3a，蓑4aの用例数とが異なるのはこのためである。並立   
成分を含めた数値ほ最後忙参考として付しておく。  
5） 場所のデ椿や時の修飾成分のほか，矢澤〔ユ983）や矢澤（19即）などで藷じたよ  
うに「事態存在の修飾成分」なども く場面限定〉をなすものであり，この第5階層  
辛こ入れることができよう。  
6） このほかいわゆるSPray－pairLt・hypallageは．着点だと成立するが，結果物で   
は不自然だということも第2階層の中核成分である目的格との近接性で説明できよ   
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う。   
i）ペソキで壁を塗る  
け’一ベンキを壁忙塗る   
ii）：粉でダソゴを作る  
甘？粉をダソゴに作る   
本稿は平成3年度文部省科学研究費奨励（A）「連用関係の惜層構造に関する意味構文  
詩的研究」（課題番号03101昨）忙よる成果の一部である．   
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嘉2a’語順調査Ⅰ用例数＝718  
番号  要素   路数  平均  対日的格  
位置   
ねえねえ   25  ‡  1㈹  80  ＊  
ロ  昨日   丁   
太郎が   5a8  1．77  26  25    暮  ＊  ＊  4l  25  0．4   
花子と   254  2  調  25  閑  b  日  田  匹  12  巳   
4  庭で   2由  2．且  鵡  44  購    14    2さ  12  
金槌で   259  2．g8    銅  帥  50  27  99    2  
おもいっきり  254  乱2  了8  75      43  
皿を   ユ．42  召1      25      ＊  ‡  ヰ   
田  粉々に   2d6  a．91  gT  ヰ    lDO  0  g  
衰2b’序列の割合Ⅰ  
笹  7   6   4   2   き   
先   
81／61  川1／101  46／46  44／44  3g／89  4S／18   
100  100  180  100   
198／240  75／87  80／86  112／112  63／64  231／2耶  91／91  
拍   100   98   98  18D   
口  0ノ10Ⅰ  47／240  ＼  T5／150  150／186  165／167  151／15丁  44B／450  163／163   0  20   50  81  四  粥  川0  川（）   
8  0／46  12／87  75ノ150   1／B5  70ノ75  51／54  154／182  76／了6  
0   14   60   94   95  180   
4  0／44  8／86  36／186  34／B5   27／30  112／130  183／21）4  81／81  
7   40  86   90  川0   
5  0月9  0／112  2／167  5／75  3／30   54／82  122／193  7了／了9  
n  0  ロ  7   66   63  98   
2  0／48  1／鋸  6／157  3／54  18／130  28／82  98／1一柑  49／49  
4_1 34  55 I00I00 
2／450  8／162  21／204  71／1開  80／17已  
＼   
138／i57  
0   5   1D   37  45  88   
8  D／42  0／gl  0／163  0／丁6  0／81  2／7g  仇／49  19／157  
0   0   0   0   0   2   0   12  
格の階層と修飾の階層   
表2c’ 近接度Ⅰ（〕内割合1D以下のもの  
69  
壌  6   4   5   2   3   8   
先   
g  25   25   掴   60   75   
7  26   52   84   
印  7   14  27  同  41  同   
8  29   n    20   3〔I   32   同   
4  （50）   6   9    ＼  50  由   23  48 i 
〔5D）  （2D）  87    ＼  q   向 20 ∈   
2  （8〕  （17）  （50）  22   ロ  、＼、、、  田   
3  （17）  （25）  （12）  12  2   田 ＼ ＼  
田  （q）  q  
蓑3a，語順調査Ⅱ 用例数＝255  
番号  案索   総数  平均  対月的格  
位置   
ねえねえ   U   82  32  串   74  ＊  0   
7  昨日   134  1．3ヨ     60  
口  太郎が   205  1，9      44  37  17  2   
6  花子と   胡  
エ填で   55  2．亜  亜    4‡）      71      る   
フォークリフトで  87  ヨ．01  67  50  80      g2      49   
2  ゆっくりと   48  3．29    95  柑    亜  
さ  荷物を   3．37  79  T4  12    3丁  
田   
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表3b’序列の割合Ⅱ  
後  T   1   4   5   2   
先   
25／25  38／さ8  19／19    10／10  1D／10  36／86  30／30  
田  0／19  4／86  39／75  1Ⅰ／21  15／柑  10／11  64／65  28／28  
D   52  四   8a   91   99  100   
4  0伯  1／29  10／35  10／21   12／18  88／36  10ノ10  
0   4   9   25   26  
衰3c’ 近接度Ⅱ（）内割合10以下のもの  
後  ＄   4   5   2   8   8   
先   
田  50  田  丁4  82   
25   55   54   6g   m   
14   84   3丁   朋   
9   8き   20   43   62   
4  （0）   5   田    ＼   56   銅   15   40   
5  （18）   30   
2  （0）  （50）   ロ   0    ＼   5   
さ  （25）  （17）  （0）  （33〕  四   28   ＼   12  
8  （50）  （50）  14   3    ＼  
